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試料・情報利用研究計画書（概要）

健康長寿社会の実現を目指した大規模認知症コホート研究：
JPSC-AD研究
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研究目的と意義

研究計画概要

利用試料・情報

期待される成果

倫理審査等の経過

倫理面、セキュリ
ティー面の配慮

その他特記事項

*公開日　2024年10月7日

　JPSC-AD（「健康長寿社会の実現を目指した大規模認知症コホート研究」）は、九州大学を中心としたゲノムコ
ホート研究であり、全国8地域（青森県弘前市、岩手県矢巾町、石川県中島町、東京都荒川区、島根県海士町、愛
媛県中山町、福岡県久山町、熊本県荒尾市）を対象として、日本人の生活環境と体質に適した認知症やうつ病予
防対策法の確立を目的とした研究を行っています。
　その研究の一環として、JPSC-ADでは脳容積とゲノム多型の関連解析を実施していますが、東北メディカル・メガ
バンク機構は国内で最大規模のMRI脳画像データを取得しており、共同研究機関として参加することで、本研究の
推進に貢献します。

　東北メディカル・メガバンク機構で収集されたMRI脳画像データを用いて、脳容積とゲノム多型の関連解析を行
い、その結果を共同研究機関に提供します。共同研究機関は、その解析結果を国内外のバイオバンク・ゲノムコ
ホートの結果と統合し、認知症との関連について詳細な解析を実施します。

対象：東北メディカル・メガバンク計画 地域住民コホートおよび三世代コホートに参加し、かつMRI脳画像データの
利用が可能な最大12,000人
試料：なし
情報：基本データ（性・年齢）、調査票データ、検体検査データ、特定健診データ、脳画像MRIデータ、マイクロアレイ
によるゲノムデータ

　本研究を推進することにより認知症及びうつ病の新たな危険因子及び防御因子が同定され、発症リスク予測モデ
ル、診断マーカー、予防法及び治療法の開発が進むことが大いに期待されます。これらの研究成果は、個々の発
症リスクに応じた予防・治療法の確立に寄与し、国民の保健・医療・福祉の向上につながると考えられます。

この研究は受託研究費（AMED）及び科学研究費助成事業により実施します。

2024年8月　九州大学医系地区部局観察研究倫理審査委員会

　東北大学東北メディカル・メガバンク機構から共同研究機関へは、個人特定性のない要約統計量のみが提供さ
れ、対象者個人のデータが提供されることはありません。
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